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1 まえがき
近年,個人認証のために指紋認証技術が普及している

が，偽装物を人体指に貼り付けた偽装指による「なりす
まし」手法が報告されている．これに対して，誘電体媒
質近接時に特性が大きく変化する CSRR構造を用いて
生体か否か判別する生体検知センサとして主に同軸型 [1]

と直列型 [2]の 2種類提案されている．同軸型センサは
人体指を載置すると小径リングに電流が集中し，小径リ
ングの有無が検知精度に影響を与えることが確認されて
いる [3]．
本報告では，直列型センサに小径リングを付加するこ

とによって，検知精度向上を目的としたセンサ構造の検
討を行った．

2 解析概要
直列型センサに小径リングを付加したセンサ（以下　

提案センサ）の構造を図１に示す．人体指とシリコーン
ゴム厚さ 0.3 mmの偽装物を貼り付けた偽装指を 14 ×
22 × 10 mm の層状構造モデルにより模擬する．また，
層状構造モデルと直列型センサ間は実際に使用する場合
を考え 0.2 mmとし，FDTD法により解析を行った．

3 解析結果
人体指の通過特性におけるピーク値間の周波数範囲で

平均差，類似度を用いた判別平面により検知精度の評価
を行った．図 2に示す判別平面の結果から提案センサは
直列型センサに比べ，人体指と偽装指の分布領域が更に
分離されており，検知精度向上が確認される．そこで，
提案センサの検知精度向上の要因分析を電流分布を用い
て行う．左図に直列型センサ，右図は提案センサの人体
指におけるセンサ一左部分の電流分布を図 3に示す．図
3から提案センサでは電流が小径リングに集中すること
で検知精度が向上したと考えられる．

4 まとめ
本報告では，直列型センサに小径リングを付加した提

案センサの検討を行った．直列型センサと提案センサを
判別平面上で比較した結果，提案センサの優位性を確認
した．今後は様々な偽装物を想定した実験的評価を行う
必要がある．
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図 1 提案センサの構造

図 2 判別平面による生体検知結果

図 3 生体検知センサの電流分布
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